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1 始めに

メールの送受信，電話，ウェブ検索，SNSの使用，ネットショッピング......．私たちはこれらの事をイン

ターネットを介して行っています．しかし，インターネットの通信網は，この回線は誰々専用，といった感

じではなく，基本的には共用の物です．つまり，例えば自分が誰かに送ったメールを他の誰かが盗み見する，

という事が容易に起こっても不思議ではありません．安全にインターネットを使うためには，送りたい情報

を第三者にはわからない様に加工して送る必要があります．大ざっぱに言ってしまえば，この情報を加工す

るというのが暗号化するという事です．私たちはこの暗号化に関する理論によって，ネット社会を日々安全

に暮らしています．そして，暗号理論は他の情報理論同様，数学の理論を土台として成り立っています．

2 内容

今回は主に代数学と初等整数論についてさっくりと説明した後に，公開鍵暗号を２，３個見ていきます．

公開鍵暗号の安全性は計算量理論によるものですが，それを知らなくても，暗号の仕組みや特徴は理解でき

るので，あまり触れません．前提知識としては整数の足し算，行列の掛け算，置換の積について知っていれ

ば十分です．厳密な議論はあまりせず，数学がどんな風に役立っているかを見ていこうと思っているので，

気軽に聞いてください．
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